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A23b 野辺山ミリ波干渉計によるGRB030329の観測：階段状ミリ波光度曲線と
母銀河の分子ガス
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野辺山ミリ波干渉計を用いて、GRB030329のミリ波帯（3mm帯および 2mm帯）のモニター観測を行った。観
測は、2003年 4月 6日（burstから 7.96日後）から 5月 30日（61.98日後）までの期間に、合計 14日間行った。
GRB030329からのミリ波帯残光は、観測開始から 4月 21日（23.06日後）まで検出された。OVRO, BIMAに
よる観測（Sheth et al. 2003）で既に報告されている「急速な減光」に加え、我々の高い S/Nの観測結果からは、
新たに、「階段状の減光」（減光曲線が数日の平坦な phaseを経てから急速に落ちる、という振る舞いを繰り返す）
がはじめて確認された。このような光度曲線の bump/plateauが、ミリ波帯で、しかも burstから 20日以上後ま
で確認できたのは、これが始めてである。
一方、全観測データを積分して得たスペクトルには、redshiftが GRB030329のそれ（z = 0.1685）とよく一
致する輝線の兆候（SCO ∼ 1.1±0.47 Jy km/s, dV ∼ 200 km/s）が見られた。位置も誤差の範囲でGRB030329
に一致している。この輝線が realだとすると、推定される分子ガスの質量は 3× 109 M⊙ である。これは、「gas
richなmassive spiralsでのガス量」並みであり、可視における見え方（暗い不規則銀河）を考えると驚くべき多
さである。この結果は、なお追観測（検証）が必要であるが、「GRB030329の母銀河が、きわめて gas/dust rich
であり、それによって可視領域でのmorphologyが暗く不規則に見えている」という可能性を示唆する。


